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　第６０回県消防操法大会が８月７日、恵那スケート場で開催されました。県内の２９隊の消防団が、自

動車ポンプ操法の技術を競いました。その結果、市の代表として出場した武並分団が見事優勝。来年

１０月に開催される全国大会への切符を手にしました。中野方分団も、３位に入賞する活躍でした。
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特集　景観づくり

景
観
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り

美
し
い
景
色
を
守
り
育
て
る

　

市
景
観
計
画
は
、
景
観
づ
く
り

の
方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
建
築

行
為
な
ど
に
対
す
る
規
制
や
誘
導

な
ど
具
体
的
な
措
置
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　

目
指
す
将
来
像
を
明
確
に
し
、

全
市
民
で
、
良
好
な
景
観
の
保
全

や
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

景
観
は
、
常
日
ご
ろ
私
た
ち
が

見
て
い
る
ま
ち
の
状
態
そ
の
も
の

で
す
。そ
の
た
め
景
観
づ
く
り
は
、

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
計
画
を
実
行
す
る
た

め
、
よ
り
実
行
力
の
高
い
景
観
法

に
基
づ
い
た
、
法
で
定
め
た
計
画

（
法
定
計
画
）
の
作
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

法
定
計
画
に
す
る
た
め
に
は
、

計
画
と
条
例
が
必
要
で
す
。
計
画

で
は
、
区
域
や
方
針
、
基
準
な
ど

を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

法
が
市
町
村
の
条
例
に
委
ね
て

い
る
、
建
築
行
為
な
ど
の
届
け
出

を
要
す
る
行
為
に
対
す
る
規
制
誘

導
な
ど
の
具
体
的
な
措
置
を
条
例

で
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画

が
法
定
計
画
と
な
り
ま
す
。
来
年

の
３
月
に
条
例
・
規
則
を
制
定
し
、

１０
月
に
施
行
を
目
指
し
ま
す
。

　

景
観
計
画
（
案
）
は
、
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
、
閲
覧
で
き

ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
多
く
の
素
晴
ら
し

い
景
観
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
や

風
土
、
歴
史
、
文
化
に
よ
っ
て
で

き
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
個

性
的
で
魅
力
的
な
景
色
で
す
。

　

そ
れ
ら
の
景
観
は
、
ふ
る
さ
と

の
景
色
と
し
て
、
懐
か
し
さ
や
地

域
へ
の
愛
着
と
誇
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
近
年
の
急
激
な
社
会
の

変
化
で
、
そ
れ
ら
の
景
観
を
維
持

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
徐
々

に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。　

　

最
近
で
は
、
地
域
の
独
自
性
を

確
立
す
る
上
で
「
ま
ち
の
景
観
」

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
今
一
度
、
ふ
る
さ

と
の
美
し
い
景
色
が
出
来
た
背
景

を
知
り
、
誇
り
を
持
ち
、
よ
り
磨

き
、
こ
の
景
色
を
子
ど
も
た
ち
に

引
き
継
ぐ
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
１６
年
に
景
観
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
を
活
用
す
る
た
め
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
３
月

２８
日
に
市
景
観
計
画
策
定
委
員
会
は
、
市
長
へ
「
市
景
観
計
画
（
案
）」
を
答
申
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
特
徴
は
、
良
好
な
景
観
づ
く
り
の
対
象
区
域
を
市
全
域
に
す
る
こ
と
。
規
制
だ
け
を
目

指
す
の
で
は
な
く
、新
し
く
景
観
の
視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
計
画
書
に
は
、

良
好
な
景
観
づ
く
り
の
方
針
や
基
準
、
景
観
資
源
の
保
全
と
活
用
方
法
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。

　

今
後
、
市
は
、
こ
の
計
画
の
実
施
の
た
め
「
市
景
観
条
例
」
を
制
定
し
、
景
観
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

都
市
整
備
課
（
内
線
２
３
４
）

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
現

在
、
活
力
あ
る
地
域
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
定
住
の
促
進
と
交
流
人

口
の
確
保
に
向
け
て
、
他
に
は
な

い
地
域
の
特
徴
を
磨
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

こ
の
観
点
か
ら
は
、
地
域
固
有

の
歴
史
や
産
業
、
文
化
を
映
し
出

す
「
心
地
よ
く
愛
着
の
感
じ
ら
れ

る
」
景
観
が
、
大
き
な
役
割
を
果

し
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
か
つ
て
の
城
下
町

や
宿
場
町
の
面
影
を
残
す
町
並
み

や
、
坂
折
棚
田
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
美
し
い
田
園
風
景
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め

て
定
住
人
口
や
交
流
人
口
を
拡
大

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
、
良
好
な
景
観
の
維
持
と
形

成
が
必
要
不
可
欠
で
す
。　

　

景
観
づ
く
り
は
、
次
の
よ
う
な

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
す
ぐ

に
表
れ
ず
、
直
接
的
に
は
見
え
ま

せ
ん
。

　

景
観
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、

景
観
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

愛
着
や
誇
り
の
醸
成

　

地
域
を
知
り
景
観
を
守
り
育
て

る
こ
と
は
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
に

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と
い
う
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
醸

成
し
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
の
形
成

　

景
観
づ
く
り
に
よ
り
、
身
近
な

緑
や
水
辺
、
美
し
い
町
並
み
な
ど

の
ゆ
と
り
や
潤
い
が
も
た
ら
さ

れ
、
質
の
高
い
快
適
な
生
活
環
境

を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

地
域
社
会
の
つ
な
が
り
を
強
化

　

景
観
計
画
で
ま
ち
の
将
来
像
が

明
確
に
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
機

運
が
向
上
し
ま
す
。

　

景
観
づ
く
り
の
活
動
で
、
地
域

社
会
の
つ
な
が
り
の
強
化
も
期
待

で
き
ま
す
。

観
光
や
交
流
が
活
性
化

　

観
光
や
交
流
に
は
、
地
域
の
魅

力
を
つ
く
り
高
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
良
い
景
観
は
地
域
の
魅
力

と
な
り
観
光
や
交
流
が
活
発
に
な

り
ま
す
。

ま
ち
が
活
性
化

　

訪
れ
た
い
ま
ち
や
居
心
地
の
良

い
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
、
集
客
や

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。

１．丘陵地の農村風景（棚田百選の坂折棚田・中野方町）　２．山への眺望（三郷町内から望む中央アルプスの雄大な山並み )
３．平地の農村風景（農村景観日本一の岩村町富田地区）　４．ダム景観（ダム湖が生んだ渓谷美「恵那峡」）　５．地域をつなぐ動線（菜
の花畑を走る明知鉄道）６．山や川の自然景観（豊かな緑に囲まれた清流上村川・上矢作町）　７．生活や産業の景観（冬の風物
詩「寒天干し」・山岡町）　８．歴史的な風景（国指定の重要伝統的建造物群保存地区の歴史的な建物・岩村町）　９．市街地の景
観（恵那駅東側の高台・県道恵那峡公園線から市中心部を望む）

２

６

３

４ ５

１

８ ９７

▲地形条件をうまく生かした本市の一般的な農村景観（串原地内）

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
責

任
が
あ
る

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る

特
徴
を
磨
き
活
力
あ
る

地
域
を
つ
く
る

法
に
基
づ
く
法
定
計
画

を
目
指
し
て
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特集　景観づくり

　

景
観
計
画
で
は
、
市
全
域
を
対

象
に
、
景
観
づ
く
り
の
５
つ
の
基

本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
は
、
地
域
別

景
観
計
画
と
景
観
形
成
重
点
地
区

を
重
ね
た
次
ペ
ー
ジ
の
図
１
の
よ

う
な
３
層
構
造
で
進
め
ま
す
。

本
市
を
取
り
囲
む
山
へ
の
眺
め
や

緑
豊
か
な
森
林
景
観
を
生
か
す

　

本
市
の
景
観
を
強
く
特
徴
づ

け
、
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
山
へ

の
眺
め
を
邪
魔
し
な
い
よ
う
十
分

配
慮
し
ま
す
。

　

環
境
維
持
や
生
産
を
重
視
す
る

森
林
な
ど
、
目
的
に
合
っ
た
整
備

や
管
理
を
行
い
、
間
伐
を
行
う
な

ど
啓
発
活
動
を
進
め
ま
す
。

本
市
の
景
観
の「
地
」と
な
っ
て
い

る
美
し
い
農
村
景
観
を
守
る

　

本
市
の
風
景
の
基
本
（
地じ

）
と

な
る
美
し
い
農
村
景
観
（
田
園
景

観
）
を
守
る
た
め
、
農
林
業
の
担

い
手
の
地
域
住
民
が
、
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
、
農
林
業
が
継
続
で
き
る
環
境

を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

棚
田
の
活
用
や
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
米
な
ど
特
産
品
作
り
な
ど
を
推

進
し
、
良
好
な
農
村
風
景
の
暮
ら

し
と
農
林
業
を
守
り
ま
す
。

人
々
の
暮
ら
し
が
息
づ
く
身
の
回

り
の「
生
活
景
」を
大
切
に
す
る

　

地
域
の
文
化
や
暮
ら
し
方
が
反

映
さ
れ
た
生
活
景
の
維
持
や
保
全

の
た
め
、
建
築
や
開
発
行
為
な
ど

を
適
切
に
規
制
・
誘
導
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
強
い
地
域
で
は
、

都
市
住
民
と
の
交
流
活
動
や
空
き

家
な
ど
を
利
用
し
た
移
住
者
の
受

け
入
れ
を
促
進
し
、
生
活
景
を
形

づ
く
っ
て
い
る
地
域
社
会
の
つ
な

が
り
を
維
持
し
ま
す
。

地
域
の「
ま
と
ま
り
」を
大
切
に
し
、

互
い
を
引
き
立
て
魅
力
を
磨
く

　

市
内
１３
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
や
個
性
を
生
か
し
た
景
観
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
、
互
い

に
連
携
し
合
う
こ
と
で
、
市
全
体

の
景
観
の
質
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

各
地
域
を
つ
な
ぐ
動
線
や
河
川
の

景
観
を
良
好
に
維
持
し
形
成
す
る

　

地
域
ご
と
の
個
性
を
生
か
し
た

景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
各
地

域
を
つ
な
ぐ
道
路
や
鉄
道
、
河
川

に
つ
い
て
は
、
地
域
間
の
つ
な
が

り
を
考
慮
し
た
景
観
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
質

　

市
民
に
親
し
ま
れ
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る

建
造
物
や
樹
木
は
、
所
有
者
の
同

意
で
「
景
観
重
要
建
造
物
」
や
「
景

観
重
要
樹
木
」
に
指
定
し
、
適
切

な
保
全
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

道
路
や
河
川
、
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
は
地
域
景
観
の
重
要
な
拠

点
に
な
り
ま
す
。
景
観
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
公
共
施
設
は
、
国
や

県
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し
、

「
景
観
重
要
公
共
施
設
」
に
指
定
。

地
域
の
景
観
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

周
辺
の
山
へ
の
眺
め
を
邪
魔
す

る
よ
う
な
高
い
建
物
や
、
落
ち
着

い
た
町
並
み
の
雰
囲
気
を
壊
す
派

手
な
色
の
建
物
は
、
周
辺
の
景
観

に
影
響
し
ま
す
。
開
発
行
為
な
ど

に
よ
り
、
山
の
姿
を
大
き
く
変
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
市
全
域
の
良

好
な
景
観
を
守
る
た
め
、
建
物
な

ど
の
高
さ
や
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
な

ど
に
つ
い
て
最
低
限
の
景
観
づ
く

り
の
ル
ー
ル
（
景
観
形
成
基
準
）

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
る

か
を
審
査
す
る
た
め
、
景
観
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
一
定
規
模
以

上
の
建
築
行
為
や
開
発
行
為
な
ど

を
行
う
場
合
や
、
建
築
物
や
工
作

物
の
外
観
に
特
定
の
色
彩
を
用
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
の
着
手

前
に
、
下
図
の
よ
う
に
届
け
出
を

す
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

※景観形成住民協定＝協定地区内の土地所有者などの３分の２以上の合意で作られた景観づくりのルール

　

景
観
と
い
う
言
葉
は
、
岩
村

藩
出
身
で
植
物
学
者
の
三
好
学

（
１
８
６
２
年
―
１
９
３
９
年
）

が
、
ド
イ
ツ
語
の
ラ
ン
ド
シ
ャ

フ
ト（L

an
d
cch

aft

）を
「
景
観
」

と
訳
し
、
日
本
で
初
め
て
使
用

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
理
学
者
の
辻
村
太
郎
が
、

１
９
３
７（
昭
和
１２
）年
に
著
し

た
「
景
観
地
理
学
講
話
」
の
中

で
、
景
観
と
い
う
言
葉
を
生
み

出
し
た
人
物
と
し
て
、
三
好
学

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
と
し
は
、
三
好
学

生
誕
１
５
０
年
で
す
。

　各地域は、それぞれ異なる地形条件をうま

く生かした土地利用を行い、特徴ある景色を

つくっています。城下町や大正村からは、地

域の成り立ちや歴史、文化を感じることがで

きます。

　山や川、農地、里、まちがあるという地形

条件で、土地利用の必然性やつながりを大切

にし、地域ごとの文化的で豊かな暮らしぶり

が感じられる風景を目指して、景観づくりを

行います。

の
高
い
景
観
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
地
域
ご
と
に
各
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
き
め
細
か
い
方
針
を
設

定
し
、
実
際
に
行
動
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
良
好
な
景
観
は

規
制
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
地
域
住
民
の
主
体
的
な
取
り

組
み
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
１３
地
域
を
基
本

単
位
と
し
、
各
地
域
の
景
観
づ
く

り
の
方
向
性
と
、
実
現
の
た
め
の

取
り
組
み
を
定
め
た
「
地
域
別
景

観
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。　
　

　

平
成
２１
年
度
に
は
、
モ
デ
ル
的

に
中
野
方
町
と
岩
村
町
、山
岡
町
、

明
智
町
で
地
域
別
景
観
計
画
の
策

定
に
向
け
た
検
討
を
、
グ
ル
ー
プ

討
論
の
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
モ
デ
ル
地
域
で
は
こ

の
検
討
結
果
を
ま
と
め
、
他
の
地

域
で
も
順
次
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

市
を
代
表
す
る
よ
う
な
特
徴
的

な
景
色
を
持
つ
地
区
や
、
住
民
自

ら
が
積
極
的
に
景
観
づ
く
り
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
地
区
は
、

住
民
な
ど
の
合
意
が
得
ら
れ
れ

ば
、
よ
り
重
点
的
に
景
観
づ
く
り

に
取
り
組
む
「
景
観
形
成
重
点
地

区
」
に
指
定
し
ま
す
。

　

重
点
地
区
で
の
制
度
の
活
用
や

基
準
作
り
で
は
、
地
区
の
皆
さ
ん

の
意
向
を
尊
重
し
、
景
観
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
景
観
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

重
点
地
区
で
は
、
独
自
の
基
準

に
よ
る
、届
け
出
制
度
の
運
用
や
、

景

※

観
形
成
住
民
協
定
の
適
用
、
景

観
地
区
や
準
景
観
地
区
へ
の
位
置

づ
け
な
ど
、
法
に
基
づ
く
諸
制
度

の
活
用
で
、
積
極
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

地
域
が
、
独
自
に
取
り
組
み
を

進
め
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
り
ま

す
。

　

景
観
へ
の
影
響
が
大
き
い
行
為

を
適
切
に
規
制
・
誘
導
し
ま
す
。

　

景
観
形
成
重
点
地
区
の
指
定
や

各
種
基
準
の
設
定
、
景
観
形
成
住

民
協
定
の
締
結
を
促
進
、
屋
外
広

告
物
条
例
の
制
定
な
ど
を
進
め
ま

す
。

　

市
民
と
事
業
者
の
協
力
や
参
画

で
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
、意
識
啓
発
や
協
力
体
制（
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
が
強
化
さ
れ
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

景
観
審
議
会
を
組
織
し
、
外
部

の
有
識
者
な
ど
か
ら
、
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
る
総
合
的
な
推
進

体
制
を
作
り
ま
す
。

▲大井宿の歴史的町並み地区は、景
観形成重点地区の候補

三
好
学
が
生
ん
だ
「
景
観
」

豆知識

▲郷土の先人三好学

人々の暮らしが見える風景

▲周囲の山と調和した町並み

▲モデル地域では大学生と一緒に検討

▲景観計画の構造は、市全域の景観形
成基準（市景観計画）に、地域別の景観
形成方針と行動計画（地域別景観計画）
と、重点地区の景観形成基準（景観形
成重点地区）を重ねる３層構造。

景観形成重点地区

地域別景観計画

市景観計画

景観計画の構造のイメージ　図１

５
つ
の
基
本
方
針

最
低
限
の
ル
ー
ル
で
眺

め
や
町
並
み
を
守
る

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生

か
す
地
域
別
の
計
画

市が目指す景観像

行為の種類ごとの基準の設定

行為の種類
景観形
成基準

届出が必要な行為

規模基準 色彩基準

①建築物の建築など ○ ○ ○

②工作物の建設など ○ ○ ○

③開発行為 ○ ○ ―

④土石の採取などによる
土地の形質の変更

○ ○ ―

⑤屋外での土砂や廃棄物、
再生資源などの堆積

○ ○ ―

住
民
合
意
が
あ
れ
ば
重

点
地
区
に
指
定

シ
ン
ボ
ル
的
な
建
造
物

や
樹
木
を
保
全

良
好
な
景
観
の
保
全
や

形
成
に
向
け
て

届
け
出
対
象
行
為

 

③
行
為
の
着
手

 

（
着
手
制
限
の
解
除
）

 

④
完
了
報
告

勧告・変更命令
景観計画に

適合しない場合

景観審議会
による審議

①
事
前
相
談

 　
　

  

（
任
意
）

②
行
為
の
届
け
出

 　
　

  

（
適
合
審
査
）

届け出の手順

2011.9.15 広報えな 4
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区
域
内
に
あ
る
公
共
施
設
の

新
住
所
地
番

□
市
中
央
図
書
館　

恵
那
市
長
島
町

中
野
二
丁
目
２
番
地
５

□
市
立
二
葉
幼
稚
園　

長
島
町
中
野

一
丁
目
６
番
地
１４

□
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば　

長
島
町
中
野

二
丁
目
２
番
地
４

□
神
田
公
園　

長
島
町
中
野
一
丁
目

６
番
地
１

□
大
崎
公
園　

長
島
町
中
野
二
丁
目

１０
番
地　

長
島
町
の
大
崎
土
地
区
画
整
理
工
事
が
完
成

住
所
と
地
番
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
１３
年
１０
月
に
、
事
業
計
画
の
認
可
を
受
け
た
大
崎
土
地
区
画
整
理
事
業
（
長

島
町
）
の
工
事
が
昨
年
度
完
成
し
ま
し
た
。
事
業
区
域
内
の
住
所
や
地
番
が
換

※

地
処

分
に
よ
り
、
９
月
３
日
㈯
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
区
域
内
の
公
共
施
設

の
住
所
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

都
市
整
備
課
（
内
線
２
３
１
）住

所
の
表
記
の
変
更
例

　

市
中
央
図
書
館
を
例
に
、
新
し
い
住

所
地
番
を
紹
介
し
ま
す
。

現
在
は
…

□
住
所
の
表
記　

恵
那
市
長
島
町
中
野

２
６
４
番
地
４

□
登
記
簿
上
の
土
地
表
記　

恵
那
市
長

島
町
中
野
字
神
田
２
６
４
番
４

新
し
く
な
る
と
…

□
住
所
の
表
記　

恵
那
市
長
島
町
中
野

二
丁
目
２
番
地
５

□
登
記
簿
上
の
土
地
表
記　

恵
那
市
長

島
町
中
野
二
丁
目
２
番
５

※換地処分＝土地区画整理や農地のほ場整備事業で、その事業の施工区域内にある土地を、集約したり形を良くし

たりして地権者へ再配置する土地を換地という。この換地を行う一連の手続きが換地処分。

区
域
内
の
方
は
各
自
で
手
続

き
が
要
る
事
項
が
あ
り
ま
す

　

区
画
整
理
事
業
で
、
換
地
処
分
が
行
わ

れ
る
と
、
住
所
変
更
が
発
生
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
造
成
し
た
土
地
の
位
置
に
合
わ
せ

て
、
新
た
に
土
地
の
地
番
を
設
定
す
る
た

め
で
す
。

　

多
く
は
、
行
政
側
で
変
更
の
書
き
換
え

を
行
い
ま
す
が
、
各
自
で
届
け
出
が
必
要

な
事
項
も
あ
り
ま
す
。
注
意
く
だ
さ
い
。

各
自
で
届
け
出
が
必
要
な
事
項

　

一
般
登
記
に
よ
る
土
地
建
物
な
ど
の
所

有
権
者
の
住
所
変
更
や
自
動
車
運
転
免
許

所
の
住
所
変
更
、
自
動
車
や
軽
自
動
車
の

検
査
証
の
住
所
変
更
、
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
、
３
号
被
保
険
者
の
住
所
変
更
、
顔

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
。

※
手
続
き
は
９
月
５
日
以
降
に
お
願
い
し

ま
す
。
右
記
以
外
に
も
届
け
出
が
必
要
な

事
項
が
あ
り
ま
す

市
そ
の
他
行
政
側
で
書
き
換
え
る
書
類

　

住
民
票
、
印
鑑
登
録
原
票
、
国
民
健
康

保
険
資
格
台
帳
、
国
民
年
金
台
帳
、
そ
の

他
各
種
台
帳
。
戸
籍
簿
。
土
地
登
記
簿
・

建
物
登
記
簿
。

※
９
月
５
日
㈪
か
ら
交
付
で
き
ま
す

市
役
所
で
書
き
換
え
送
付
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
や
後
期
高
齢
者
医
療
に
係

る
被
保
険
証
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
、
高
齢
受
給
者
証
。

※
新
し
い
も
の
が
届
く
ま
で
は
、
現
在
の

証
を
使
用
く
だ
さ
い

安
心
し
暮
ら
せ
る
市
街
地
に

　

平
成
１３
年
か
ら
、
市
役
所
の
西
側
周
辺

約
１９
・
３
㌶
の
区
域
で
は
、
大
崎
土
地
区

画
整
理
事
業
で
、
道
路
や
上
下
水
道
整
備

な
ど
、市
街
地
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

区
画
整
理
工
事
が
完
成
し
た
地
区
は
、

市
街
地
を
形
成
す
る
商
業
や
業
務
地
区
の

南
側
に
、
農
業
生
産
活
動
の
場
と
し
て
整

備
さ
れ
、発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

広
域
幹
線
道
路
の
一
般
国
道
１９
号
が
、
地

区
南
部
を
通
過
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
の
東
部
に
は
行
政
、
公
益
施
設
や
沿

道
の
商
業
施
設
の
立
地
が
進
み
、
急
速
に

市
街
地
と
し
て
の
開
発
が
進
み
ま
し
た
。

　

当
地
区
の
区
画
整
理
事
業
は
、
中
心
市

街
地
を
取
り
囲
む
道
路
網
の
整
備
や
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
優
し
い
段
差
解

消
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
な
ど
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
考
慮
し
た
歩
道
の
整
備
。
大

雨
の
た
び
に
心
配
を
掛
け
て
い
た
、
施
工

区
域
の
北
側
地
区
（
神
田
町
、
南
栄
町
地

区
）
の
排
水
施
設
の
整
備
。
豪
雨
時
に
雨

水
を
一
時
的
に
た
め
て
、
周
辺
の
洪
水
被

害
を
抑
制
す
る
調
整
池
機
能
を
備
え
た
公

園
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
機
能
的
で
安
全
な
都

市
活
動
の
推
進
や
、
良
好
な
都
市
環
境
づ

く
り
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
街
地
づ

く
り
の
た
め
の
、
幹
線
道
路
整
備
と
併
せ

た
、
一
体
的
な
面
整
備
が
行
わ
れ
、
３
月

に
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

当
分
の
間
は
旧
住
所
で
も
郵

便
物
は
届
き
ま
す

　

区
画
整
理
事
業
が
完
了
の
見
通
し
と
な

り
、
換
地
処
分
を
行
う
た
め
、
事
業
区
域

内
の
住
所
と
地
番
が
、
９
月
３
日
か
ら
変

わ
り
ま
す
。

　

事
業
区
域
内
は
、
新
し
く
長
島
町
中
野

一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
と
な
り
ま
す
。

一
部
は
、
大
井
町
と
長
島
町
正
家
一
丁
目

に
表
記
が
変
わ
り
ま
す
。
郵
便
番
号
は
変

わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
郵
便
物
は
、
当
分
の

間
は
旧
住
所
を
記
載
し
て
も
、
郵
送
さ
れ

ま
す
。

　

９
月
３
日
か
ら
、
換
地
処
分
に
伴
う
土

地
区
画
整
理
登
記
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

登
記
は
、
施
工
区
域
内
の
土
地
と
建
物
の

登
記
簿
（
表
題
部
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る

所
在
や
地
番
、
地
積
な
ど
を
書
き
換
え
る

も
の
で
す
。
法
務
局
へ
の
登
記
申
請
手
続

き
は
、
施
工
者
の
大
崎
土
地
区
画
整
理
組

合
が
行
い
ま
す
。

　

同
日
か
ら
、
換
地
処
分
に
伴
う
土
地
区

画
整
理
登
記
が
完
了
（
１０
月
末
予
定
）
す

る
ま
で
、施
工
区
域
内
の
土
地
と
建
物
は
、

所
有
権
移
転
や
、
権
利
の
設
定
や
抹
消
な

ど
の
登
記
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
地
方
法
務
局
中
津
川

支
局（
志
０
５
７
３
―
６
６
―
１
５
５
４
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲整備された区域内の道路（市中央図書館前）

▲新しい住所を示す区域図

大井町字深沼

長島町中野一丁目

長島町中野二丁目

長島町中野三丁目

長島町
正家一丁目

▲左は工事着工前、右は完成後の航空写真

平成１４年７月撮影 平成２３年４月撮影

大崎土地区画整理事業の経過

年　月 内　　容

平成１３年１０月
大崎土地区画整理組合設立
認可公示

平成１６年１月 工事着工

平成２３年３月 工事完了

平成２３年９月 換地処分

平成２３年１２月 （組合解散予定）



開館１０周年記念特別展観
「田中コレクション　
木曽海道六拾九次之内」

９/１㈭～１０/２㈰

歌川広重

≪木曽海道六拾九

次之内　落合≫

田中コレクション

　旧蔵者田中春雄氏が木曽海道六拾九次之内のシ

リーズを収集し始めて、最初に入手した作品が本図

です。

９月４日掌、１０月２日掌は、市民の日（市民に限り観覧

料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」とお

伝えください )

　　中山道広重美術館志２０-０５２２

申問　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略

　

県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
肢
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象

と
し
た
医
療
相
談
や
補
装
具
（
車

い
す
、
装
具
な
ど
）
の
交
付
や
修

理
の
た
め
の
相
談
、
判
定
を
実
施

し
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１３
日
㈫
午
後
２
時

―
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
３
時

半
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
診
断
科
目  

整
形

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
４
）

【
め
ざ
せ
就
職
★
セ
ミ
ナ
ー
】

　

応
募
か
ら
面
接
マ
ナ
ー
ま
で
、

１
日
で
就
職
活
動
を
学
び
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１４
日
㈬
午
前
１０
時

―
午
後
３
時

□
定
員　

１２
人
（
先
着
順
）

□
対
象　

求
職
中
の
方

□
持
ち
物　

雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
（
受
給
中
の
方
）

【
女
性
の
た
め
の
年
金
講
座
と
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
】

　

老
後
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
年

金
に
つ
い
て
学
習
し
、
今
後
の
生

活
設
計
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

□
と
き　

９
月
１７
日
㈯
午
前
９
時

―
１１
時
４５
分

□
定
員　

１６
人
（
先
着
順
）

□
対
象　

４０
歳
―
５５
歳
の
既
婚
女

性□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
中
津
川

研
修
室
Ｃ

□
料
金　

無
料

※
予
約
が
必
要
で
す

　
　

勤
労
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

志
０
５
７
３
―
６
５
―
０
９
８
８

　　

市
で
は
、
が
ん
検
診
受
診
率
を

上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
が
ん
検

診
推
進
事
業
に
基
づ
い
て
「
大
腸

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
」
と
、

健
康
増
進
事
業
に
基
づ
い
て
「
肝

炎
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
」
を
８
月

下
旬
に
、
対
象
の
方
へ
発
送
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

□
対
象　

４０
歳
、
４５
歳
、
５０
歳
、

５５
歳
、
６０
歳
の
方
（
年
齢
は
４
月

１
日
現
在
）

※
４
月
２０
日
時
点
で
市
内
に
住
民

票
が
あ
る
方
に
発
送
し
て
い
ま

す
。そ
れ
以
降
に
転
入
し
た
方
で
、

検
診
希
望
の
方
は
、
連
絡
く
だ
さ

い
　
　

健
康
推
進
課
（
内
線
２
２
１
）

　

統
合
失
調
症
を
支
え
る
家
族
を

対
象
に
、
理
解
を
深
め
、
家
族
の

対
応
方
法
を
学
び
ま
す
。

□
と
き　

９
月
２８
日
㈬
午
後
２
時

―
４
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
総
合
庁
舎

□
内
容　

①
曽
根
靖
貴
氏
（
大
湫

病
院
副
院
長
）
に
よ
る
「
統
合
失

調
症
の
理
解
と
家
族
の
対
応
」
の

講
話
。
②
座
談
会

□
対
象　

市
内
、
中
津
川
市
在
住

の
統
合
失
調
症
を
支
え
る
家
族

□
料
金　

無
料        

□
申
し
込
み
方
法　

９
月
２２
日
㈭

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

　
　
　
　

県
恵
那
保
健
所
健
康
増

進
課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線

２
５
９
）

案
内

問

　

県
で
は
、
消
費
生
活
に
関
心
が

あ
る
県
民
を
対
象
に
、
基
礎
的
知

識
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
８
日
㈯
午
前
１０
時

―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

瑞
浪
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

□
定
員　

１
０
０
人

□
料
金　

無
料

□
締
め
切
り　

９
月
２３
日
㈮

□
申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
④
「
瑞
浪
会
場
」

―
を
記
入
し
、電
話
か
郵
送
、フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

　
　
　
　

〒
５
０
０
―
８
５
７
０

（
住
所
不
要
）
県
環
境
生
活
政
策
課

「
消
費
者
知
識
向
上
講
座
」
係
志

０
５
８
―
２
７
２
―
８
２
０
４
、
思

０
５
８
―
２
７
８
―
２
６
０
５
、

死c1
1
2
6
0
@

p
ref.g

ifu
.lg

.jp

　

第
１０
回
記
念
と
し
て
、
琵
琶
奏

者
の
田
中
旭

き
ょ
く

泉せ

ん

さ
ん
と
講
談
師

の
神
田
昌ま

さ

味み

さ
ん
に
よ
り
「
親
子

の
情
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
１１
日
㈫
午
後
７
時

開
演
（
午
後
６
時
半
開
場
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館□
定
員　

１
５
０
人

□
演
目　

▽
琵
琶
＝
「
隅
田
川
」

「
北
の
庄
」　

▽
講
談
＝「
巴
御
前
」

▽
共
演
＝
「
桃
太
郎
」

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
入
館
料

を
含
む
、
高
校
生
以
下
は
無
料
）

□
入
場
券　

９
月
７
日
㈬
か
ら
中

山
道
ひ
し
屋
資
料
館
、
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
、
文
化
課
で
販
売
開
始

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
２
）

　　

明
智
町
本
町
、
宮
町
２
丁
目
、

常
盤
町
１
丁
目
か
ら
４
丁
目
内
に

あ
る
空
き
家
を
活
用
し
て
、
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
地
元
産
品
の
販

売
や
、
公
益
性
の
あ
る
子
育
て
支

援
、
読
書
活
動
な
ど
を
行
い
た
い

方
を
募
集
し
ま
す
。　

　

希
望
者
や
空
き
家
を
貸
し
た
い

方
な
ど
は
、
次
の
相
談
会
に
参
加

く
だ
さ
い
。

□
と
き　

９
月
２９
日
㈭
、
１０
月
１

日
㈯
午
後
２
時
―
４
時

□
と
こ
ろ　

明
智
文
化
セ
ン
タ
ー

□
そ
の
他　

空
き
家
の
改
修
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

※
予
約
が
必
要
で
す

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課

（
内
線
２
１
３
）

　

来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
市

職
員
を
２
人
程
度
募
集
し
ま
す
。

□
職
種　

保
健
師

□
一
次
試
験　

▽
と
き
＝
１０
月
２９
日

㈯
　
▽
と
こ
ろ
＝
市
役
所
会
議
棟

□
対
象　

昭
和
４６
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
保
健
師
の
資
格
が

あ
る
方
（
見
込
み
も
含
む
）。

□
受
付
期
間　

９
月
３０
日
㈮
ま
で

の
平
日
、
午
前
８
時
半
―
午
後
５

時
１５
分
（
郵
送
は
９
月
３０
日
消
印

有
効
）

□
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
備
え

付
け
の「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
」

に
、①
住
民
票
②
卒
業
（
見
込
み
）

証
明
書
③
成
績
証
明
書
④
資
格
や

免
許
の
写
し
⑤
顔
写
真
（
２
枚
）

⑥
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
⑦
返
信
先

を
記
載
し
た
受
験
票
返
信
用
封
筒

―
を
添
え
て
申
し
込
む
。

※
卒
業
証
明
書
と
成
績
証
明
書
が

申
し
込
み
時
に
間
に
合
わ
な
い
場

合
は
、
一
次
試
験
受
験
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
試
験
案

内
」
や
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
」

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.e
n

a.g
ifu

.jp
）
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。
郵
送
請
求
の
場
合

は
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
職
員
係
（
内

線
３
０
４
）

□
対
象　

医
学
部
学
生
・
医
学
部

大
学
院
生
、
医
師
で
臨
床
研
修
、

専
門
研
修
を
受
け
て
い
る
方

□
定
員　

東
濃
地
区
で
３
人
程
度

□
内
容　

月
額
２０
万
円
（
年
額

２
４
０
万
円
）
と
大
学
入
学
時
の

６０
万
円
（
一
回
限
り
）
を
４
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
貸
し
付
け
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法　

申
請
様
式

を
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組

合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://to

n
o
-

seib
u
.o

rg

）
か
ら
取
得
し
て
提
出

す
る
。

□
締
切
日　

９
月
２６
日
㈪（
必
着
）

　
　

病
院
管
理
課
志
４
３
―
１
２

６
５

　

市
茶
道
連
盟
と
琴
の
三
社
中
に

協
力
い
た
だ
き
、
中
山
道
ひ
し
屋

資
料
館
で
抹
茶
の
提
供
と
琴
の
演

奏
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

▽
抹
茶
の
提
供
＝
９
月

１７
日
㈯
午
前
１０
時
―
午
後
３
時

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）
▽
琴
の

演
奏
＝
１８
日
㈰
午
前
１０
時
―
午
後

１
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

　市土地開発公社では、明智町内のききょうが丘団地に

て住宅用地を販売しています。販売価格は、１１５．２坪

（３８１．０７平方㍍）で４３３万円と安価になっています。

　明智町内はもとより「自然豊な土地で暮らしたい」とい

う都市部の方からも好評で、販売区画も１区画のみとなり

ました。

　詳しくは、市土地開発公社のウェブサイト（http://tochi

kaihatsu.city.ena.gifu.jp/）をご覧ください。現地案内も随

時行っていますので、気軽に問い合わせください。

□区画　ききょうが丘団地７号地（１１５．２坪）

□価格　４３３万円

□その他　水道加入

金込み。合併浄化槽

補助制度あり。明智

小、中学校まで約３

㌔。明智駅、明智振

興事務所まで約２．５

㌔。

　　市土地開発公社

（建設課）（内線２０６）

館□
料
金　

大
人
２
０
０
円
、
小
中

高
生
１
０
０
円
（
入
館
料
）

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

肢
体
の
不
自
由
な
方
の
診

断
と
相
談

問

申
・
問

筑
前
琵
琶
の
演
奏
会
を
ひ

し
屋
資
料
館
で
開
催

消
費
者
知
識
向
上
講
座
を

開
催

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

提
供
と
琴
の
演
奏

申
・
問

平
成
２４
年
度
採
用
予
定
の

保
健
師

明
智
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

空
き
家
を
活
用

申
・
問

申
・
問

勤
労
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

が
行
う
セ
ミ
ナ
ー

大
腸
が
ん
や
肝
炎
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布

統
合
失
調
症
家
族
教
室
を

開
催

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　

本
紙
８
月
１５
日
号
１５
㌻
の

「
お
く
や
み
」
の
記
事
で
、
武

並
町
纐
纈　
　

さ
ん
と
記
載
し

ま
し
た
が
、
纐
纈　
　

さ
ん
の

誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

　
　

市
民
課
（
内
線
１
４
１
）

案
内

募
集

追
加
募
集
の
東
濃
地
域
医

師
確
保
奨
学
資
金
利
用
者

明智町のききょうが丘団地で住宅用土地を分譲

ゑ士

ゑ士

問

問

問問

問

問

問
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「
子
は
育
ち
、
親
も
育
つ
。

楽
し
ま
な
く
っ
ち
ゃ
も
っ
た
い

な
い
」
と
題
し
て
、
子
育
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
、
子
育
て
支
援

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

９
月
２３
日
㈮
午
後
２

時
（
開
場
は
午
後
１
時
半
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

集
会
室

□
講
師　

高
野
優
さ
ん
（
育
児

漫
画
家
）

□
料
金　

無
料

□
託
児　

一
人
３
０
０
円
で
小

学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
２０
人
ま
で
託
児
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

□
そ
の
他　

講
演
終
了
後
に
、

書
籍
販
売
と
サ
イ
ン
会
を
行
い

ま
す
。

　
　

大
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
志
２
５
―
８
２
２
０

□
と
き　

１０
月
４
日
㈫
、
１３
日

㈭
、
１８
日
㈫
、
２７
日
㈭
午
前
９

時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室　

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

９
月
１０
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。（
初
め
て
受
講
す
る
方

は
、
９
月
２６
日
㈪
ま
で
に
申
し

込
め
ば
優
先
さ
れ
ま
す
）

※
テ
キ
ス
ト
は
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま
す
。

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
分
か
ら
な
い
方

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

□
と
き　

９
月
２４
日
㈯
午
後
５

時
―
９
時

□
と
こ
ろ　

銀
座
二
丁
目
駐
車

場
（
恵
那
駅
徒
歩
２
分
）

□
料
金　

無
料

□
対
象　

中
学
生
以
上
（
男
女

の
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

□
定
員　

３２
チ
ー
ム
（
１
チ
ー

ム
は
３
―
４
人
の
構
成
）

□
申
し
込
み
方
法　

①
チ
ー
ム

名
②
キ
ャ
プ
テ
ン
の
氏
名
③
住

所
④
電
話
番
号
⑤
チ
ー
ム
全
員

の
氏
名
⑥
学
年
―
を
明
記
し
て

電
子
メ
ー
ル
か
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://e
n

a
-3

o
n

3
.e

n
a
t.jp

）

か
ら
申
し
込
む
。

□
締
め
切
り　

９
月
１９
日
㈪
午

前
７
時
ま
で

　
　
　
　

伊
東
聖
司
志
２
５
―

２
２
１
１
、
死in

fo@
en

a-3
o

n
3
.en

at.jp

　　

市
中
央
図
書
館
で
若
い
子
育
て

マ
マ
た
ち
が
よ
く
本
を
借
り
て
い

ま
す
。
１
度
に
５
冊
ほ
ど
、
絵
本

を
借
り
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
本

の
数
が
少
な
い
と
言
い
ま
す
。
幼

児
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
歳
の
違
い

で
、
知
恵
や
発
達
の
差
が
あ
る
の

で
、
０
歳
児
や
１
歳
児
、
２
歳
児
、

３
歳
児
、
保
育
園
児
、
小
学
生
以

上
と
年
齢
別
に
絵
本
コ
ー
ナ
ー
を

分
け
て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。

　

子
育
て
に
本
は
大
変
重
要
で

す
。
本
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
増

え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

今
、
市
で
は
家
族
ぐ
る

み
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
読

書
の
ま
ち
恵
那
」
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
意
見
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
子
育
て
に
読

書
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
読
書

推
進
に
は
、
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
図
書

館
の
本
を
学
校
な
ど
へ
大
量
に
貸

し
出
す
こ
と
で
、
児
童
コ
ー
ナ
ー

の
本
が
不
足
ぎ
み
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
で
き
る
限

り
本
を
そ
ろ
え
て
、
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
は
赤

ち
ゃ
ん
向
き
の
「
は
じ
め
て
出
合

う
絵
本
」
や
３
歳
児
前
後
向
け

に
「
よ
ん
で
よ
ん
で
こ
の
本
よ
ん

で
」、
６
歳
児
前
後
向
け
に
「
セ

カ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、
お
勧
め

絵
本
を
紹
介
し
た「
２５
歳
の
絵
本
」

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

   　
　
　
　
　

（
市
中
央
図
書
館
）

　

広
報
え
な
５
月
１
日
号
の
特
集

「
地
域
で
支
え
る
高
齢
者
」
を
読

ん
で
、
老
後
の
暮
ら
し
の
不
安
が

あ
る
中
、
各
地
区
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、実
際
困
っ
た
と
き
に
、

「
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
訴
え
た
ら

良
い
の
か
」
知
ら
ず
に
い
ま
す
。

知
識
が
な
け
れ
ば
、
自
分
で
情
報

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
「
高
齢
者
い
き
い
き
サ
ー
ビ
ス

マ
ッ
プ
」な
ど
が
手
元
に
あ
れ
ば
、

安
心
感
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
が
、
各
家

庭
に
配
布
さ
れ
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
、
福
祉
総
合
相

談
の
窓
口
が
あ
り
、
専
門
の
職
員

が
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
各
振
興
事
務
所

に
は
、
福
祉
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
置
い
て
連
携
を
取
っ

て
い
ま
す
。「
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
市
役
所
や
振
興
事
務
所

の
相
談
窓
口
や
左
表
の
福
祉
あ
ん

し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
い
き
い
き
サ
ー
ビ
ス

マ
ッ
プ
は
、
福
祉
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
と
事
業
所
の
紹
介
な
ど

１
３
０
㌻
を
超
え
る
冊
子
と
な
っ

て
い
ま
す
。
更
新
も
必
要
で
す
の

で
、
市
内
全
戸
に
は
配
布
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

同
マ
ッ
プ
を
有
効
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
民
生
委
員
や
老

人
ク
ラ
ブ
、
医
療
機
関
な
ど
に
配

布
し
、
必
要
な
方
に
紹
介
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
健
康
福

祉
祭
の
と
き
、
各
振
興
事
務
所
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

配
布
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

中
山
太
鼓
は
、
串
原
地
区
の

中
山
神
社
で
毎
年
１０
月
第
３
日

曜
日
の
例
大
祭
に
行
わ
れ
る
伝

統
的
な
太
鼓
で
す
。

　

今
回
は
、
中
山
太
鼓
保
存
会

を
講
師
に
迎
え
、
太
鼓
の
話
を

聞
い
た
後
、
中
山
太
鼓
の
代
表

曲
「
神し

ん

囃ば
や

子し

‐
回
り
打
ち
‐
」

を
練
習
し
ま
す
。

　

普
段
な
か
な
か
触
れ
る
機
会

の
な
い
太
鼓
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

□
と
き　

９
月
１０
日
㈯
午
後
１

時
―
４
時

□
と
こ
ろ　

サ
ン
ホ
ー
ル
く
し

は
ら

□
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の

方□
料
金　

５
０
０
円
／
人

□
定
員　

２０
人
（
最
低
実
施
人

数
１０
人
）

□
持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、

上
履
き

□
締
め
切
り　

９
月
８
日
㈭

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
矢
作
森
林

塾
志
５
２
―
２
４
１
１　

　

市
民
エ
コ
会
議
で
は
、
段

ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
生
ご
み
堆

肥
化
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
自
家
製
の
堆
肥
を
家
庭
菜

園
や
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

初
め
て
の
方
に
は
、
コ
ン
ポ

ス
ト
セ
ッ
ト
の
半
額
を
助
成
し

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
堆
肥
作

り
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

９
月
１５
日
㈭
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

中
コ
ミ
セ
ン

□
料
金　

無
料
（
た
だ
し
材
料

費
と
し
て
、
１
セ
ッ
ト
に
つ

き
、
１
０
５
０
円
ま
で
が
必
要

で
す
）

□
定
員　

１５
人

　
　
　
　

市
民
エ
コ
会
議
志
２

５
―
５
３
６
２
（
長
谷
川
）、

２
０
―
１
０
７
１
（
市
川
）

【
第
３
回
特
別
公
開
講
座
】

□
と
き　

９
月
１２
日
㈪
午
前
８

時
４０
分

□
と
こ
ろ　

岩
邑
中
学
校
体
育

館□
演
題　

下
田
歌
子
の
志
と
イ

ギ
リ
ス
留
学

□
講
師　

大
関
啓
子
氏
（
実
践

女
子
大
学
教
授
）

□
料
金　

無
料

【
第
４
回
特
別
公
開
講
座
】

　

地
方
議
会
の
役
割
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１７
日
㈯
午
後
１

時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
演
題　

地
方
議
会
の
役
割

□
講
師　

横
山
幸
司
氏
（
県
職

員
・
日
本
生
涯
教
育
学
会
会
員
）

□
料
金　

２
０
０
円

【
共
通
】

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
一

斎
塾
（
堀
井
）
志
０
９
０
―
４

８
６
３
―
６
１
７
６

申問　：問い合わせ　　：申し込み

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）▲高野優さん

▲昨年はENAレンジャーも参加

問

《福祉あんしんサポートセンターの連絡先》

▲読み継がれる絵本がそろう「２５歳の絵本」

申
・
問

問申
・
問

申
・
問

恵
那
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト　

　
　
　

志
２
６
―
２
１
１
１

笠
周
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト　

　
　
　

志
２
７
―
３
１
６
５

岩
村
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト　

　
　
　

志
４
３
―
２
１
１
１

山
岡
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト　

　
　
　

志
５
６
―
２
１
１
１

明
智
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト　

　
　
　

志
５
４
―
２
１
１
１

串
原
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト　

　
　
　

志
５
２
―
２
１
１
１

上
矢
作
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

　
　
　

志
４
８
―
３
８
６
６

子
育
て
講
演
会
を
開
催

伝
統
の
中
山
太
鼓
の
体

験
者
を
募
集

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

の
学
習
会
を
開
催

い
わ
む
ら
一
斎
塾
の
特

別
公
開
講
座

３
ｏ
ｎ
３
ス
ト
リ
ー
ト
バ

ス
ケ
ッ
ト
大
会
を
開
催

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

講
習
会

問

幼
児
の
た
め
に
年
齢
別

に
絵
本
を
整
理
し
て

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ

プ
を
全
戸
配
布
し
て
は
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　８月２日に、こども元気プラザで、中学生と高校生を

対象に「乳幼児ふれあい体験」行われました。参加した

７人の生徒は、０歳から２歳の乳幼児１３人と「くすぐり

遊び」や新聞紙を使った遊びで、楽しく触れ合いました。

　野井保育園で８月３日、連れ去り防止の教室が行われ、

３歳以上の園児４０人が話を聞きました。講師は、三郷

駐在所の亀山幹夫巡査部長。訓練では、手足をじたばた

しながら「助けて～」とみんなで練習をしました。

　大井町まちづくり協議会が改修を進めている旧中山道

大井宿に残る「明治天皇行
あん

在
ざい

所」で 7 月３０日、会員ら

に加え、中学生ボランティアも改修作業に参加。約３０

人が土間の土を取り払うなどの作業を行いました。

　大井小学校で８月１日、武並町の纐纈錬一さんが講師

となり、 「絵皿教室」が行われ、親子２０人が受講しました。

児童らは、果物や動物など思うままの図柄を皿に描いて、

色付けし、お気に入りの皿を完成させました。

　

こ
と
し
は
大
正
元
年
か
ら
数
え
て
１
０
０
年
目
。
古
き

良
き
時
代
を
振
り
返
る
大
正
百
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、

７
月
３１
日
に
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
で
大
正
百
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
、
約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
行
わ
れ
た
の
は
、「
大
正
時
代
の
十
五
年
間
を

振
り
返
り
現
代
に
生
か
す
」
と
題
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
や

大
正
百
年
記
念
宣
言
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
。
日
没
後

に
は
、
東
北
や
日
本
全
体
が
、
１
日
も
早
く
元
気
に
な
る

こ
と
を
願
い
「
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中学生ボランティアも行在所の改修作業

自分だけのお気に入りの絵皿を作ったよ

中高生が乳幼児と楽しく触れ合う

連れ去り防止に「助けて～」を練習 大
正
を
振
り
返
っ
た
大
正
百
年
記
念
式
典

武並町

市川 蒼
あお

唯
い

くん

蒼
唯
１
歳
お
め
で
と
う
♡

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
元
気
に

す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

博
美
さ
ん
・
千
鶴
子
さ
ん

　１０月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく１人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、９月１５日㈭までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

９月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

大井町

亀井 亜
あ

美
み

ちゃん

い
つ
も
笑
顔
の
素
敵
な
亜

美
ち
ゃ
ん
♡
お
兄
ち
ゃ
ん

と
元
気
に
育
っ
て
ね
。

建
治
さ
ん
・
美
保
さ
ん

明智町

今井 琉
り

温
おん

くん

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と

う
。
兄
弟
仲
良
く
元
気
に

大
き
く
な
っ
て
ね
。

裕
介
さ
ん
・
理
恵
子
さ
ん

岩村町

森本 悠
ゆ

月
づき

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
ゆ
づ

ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
家
族
み

ん
な
大
好
き
だ
よ
。

恭
章
さ
ん
・
和
代
さ
ん

大井町

中家 瑠
る

伽
か

ちゃん

♡
１
歳
お
め
で
と
う
♡
キ

ラ
キ
ラ
の
笑
顔
を
忘
れ
ず

に
大
き
く
な
～
れ
♡

将
善
さ
ん
・
明
日
葉
さ
ん

大井町

山田 悠
ゆ う

人
と

くん

１
歳
お
め
で
と
う
☆
甘

え
っ
子
で
わ
ん
ぱ
く
坊

主
！
大
好
き
。

慎
一
さ
ん
・
紀
代
美
さ
ん

長島町

佐々木 恋
れん

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♥
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
恋
ち
ゃ
ん
で
い

て
ね
♥

清
志
さ
ん
・
恵
さ
ん

岩村町

南雲 神
じん

くん

誕
生
日
お
め
で
と
う
錘
元

気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
大
好

き
だ
よ
♡洋

志
さ
ん
・
茜
さ
ん

笠置町

逸見 優
ゆう

雅
が

くん

元
気
に
す
く
す
く
大
き
く

な
あ
れ
錘
お
誕
生
日
お
め

で
と
う
☆

隆
一
さ
ん
・
幸
子
さ
ん　

大井町

中谷 隆
りゅう

聖
せ い

くん

隆
聖
お
め
で
と
う
！
元
気

で
１
歳
あ
り
が
と
う
。
最

高
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う

幸
司
さ
ん
・
さ
や
か
さ
ん

武並町

佐々 木真
ま

衣
い

里
り

ちゃん

ま
い
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で

と
う
！
元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
錘

亮
さ
ん
・
麻
理
子
さ
ん

大井町

河合 豊
ゆたか

くん

１
歳
お
め
で
と
う
。
い
つ

も
か
わ
い
い
笑
顔
を
あ
り

が
と
う
！

晃
弘
さ
ん
・
美
香
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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明
智
町
大
田　

山や
ま

田だ 

勉
つ
と
む 

さ
ん　

４０
歳

　

あ

※

け
ち
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
地

域
活
性
化
部
会
副
部
会
長
や
、
消
防
団
員

１
５
４
人
を
率
い
る
市
消
防
団
明
智
分
団

長
を
務
め
る
な
ど
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
で
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
山
田
勉

さ
ん
。

　

「
思
い
起
こ
せ
ば
３
年
前
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
に
『
う
た
』
を
残
せ
た
ら
い
い

ね
と
い
う
発
言
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
」
と
語
る
山
田
さ
ん
。
そ
れ
を
機
に
、

バ
ン
ド
や
楽
器
演
奏
の
経
験
な
ど
な
か
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
正
村
ス
チ
ャ
ラ
カ

バ
ン
ド
を
結
成
。「
ふ
る
さ
と
」「
家
族
」「
仲

間
」
を
テ
ー
マ
に
、
音
楽
で
ま
ち
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
現
在
８
人
で
活
動
す
る
。

　

そ
ん
な
活
動
の
中
「
音
楽
に
は
人
の
心

を
動
か
す
力
が
あ
り
、
人
と
人
と
を
つ
な

ぐ
力
が
あ
る
」
と
、
そ
の
言
葉
を
念
頭
に

進
め
て
い
る
事
業
が
あ
る
。「
地
元
明
智

町
・
日
本
大
正
村
か
ら
発
信
す
る
ふ
る
さ

と
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
う
た
』
を
作
ろ
う
」

と
い
う
大
胆
な
目
標
を
掲
げ
た
ふ
る
さ
と

う
た
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
と
し
３

月
か
ら
６
月
ま
で
、
ふ
る
さ
と
を
テ
ー
マ

に
、
人
の
心
に
響
く
「
う
た
」
を
全
国
か

ら
募
集
。
３９
曲
の
応
募
が
あ
り
、
１
次
選

考
で
５
曲
の
優
秀
作
品
を
選
出
。
現
在
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
最
優
秀
作
品
を

選
考
し
て
い
る
。

　

最
優
秀
作
品
は
、
１１
月
６
日
㈰
に
明
智

か
え
で
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
「
大
正
百
年

ふ
る
さ
と
う
た
の
日
カ
ー
ニ
バ
ル
」
で
発

表
す
る
。
こ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
昨
年
１１

月
に
大
正
百
年
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
し
、
こ
と
し
で
２
回
目
。
山
田
さ
ん

は
「
こ
と
し
は
昨
年
よ
り
も
、
よ
り
心
に

響
く
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」
と
熱
く
意
気

込
み
を
語
る
。

　

「
新
た
に
生
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
を
テ
ー

マ
に
し
た
『
う
た
』
と
一
緒
に
、
音
楽
で

あ
ふ
れ
る
ま
ち
が
、
明
智
町
か
ら
市
全
域

へ
と
広
が
る
こ
と
が
夢
」
と
、
山
田
さ
ん

も
メ
ン
バ
ー
も
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

う
た
の
日
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は
、
大
正
村

ス
チ
ャ
ラ
カ
バ
ン
ド
他
４
組
の
心
に
響
く

演
奏
と
、
優
秀
作
品
の
応
募
者
５
組
が
、

応
募
曲
を
発
表
す
る
。
お
楽
し
み
に
。

ふ
る
さ
と
う
た
の
日
カ
ー
ニ
バ
ル
を
企
画

心
に
響
く
「
う
た
」
を
求
め
て

　８月１６日、山岡町の久保原地区で、３５０年の歴史を誇

る「爪
つめ

切
きり

地蔵尊奉納花火大会」が開催されました。綱火

というロケット状の種火で、あんどんや仕掛け花火に点

火。花火大会は２時間にわたって繰り広げられました。

　中野方グラウンドで、中野方町夏祭りが８月１３日に開

催。市指定無形民俗文化財の「めれた囃
はや

子
し

」や花火大会

などが行われました。途中、商工会戦隊ナカノホ－レン

ジャーが出動し、迫力ある演技で会場を盛り上げました。

　８月５日から３日間、恵那青年会議所が主催の恵那

５０㌔てくてくの旅が開催されました。これは市内の児

童約１００人が５０㌔を歩くもの。児童は、市共同福祉会館

を出発し、ゴールの岩村コミセンまで歩き抜きました。

　明智町の吉田小学校で８月１９日、「おやこ観劇」が行わ

れました。マジックショーには、世界で活躍中のＭ
ま

ａｓ
さ

ａ

ｋ
き

ｉさんとチームファンタジスタが出演。愉快なトーク

で、訪れた会場の約１００人にもマジックを伝授しました。

　恵那文化センターで８月１４日、当市で初めて「ＮＨ

Ｋのど自慢」が開催されました。市内の出場者８組をは

じめとする２０組が自慢の歌声やパフォーマンスを披露。

チャンピオンには、明智町の阿部弘さんが選ばれました。

　８月６日、岩村町本通りで、６４回目となる大変装行

列「いわむら夏祭り」が開催されました。祭りでは、町

内９地区の参加による手づくりの大変装行列が岩村の町

並みを練り歩き、沿道の観客を楽しませました。

変装行列が岩村の町並みを練り歩く みんなで歩き抜いた「てくてくの旅」50 ㌔

当市が初めてＮＨＫのど自慢の会場に 中野方夏祭りにナカノホーレンジャーが出動

吉田小でマジックショーを楽しむ ３５０年の歴史ある爪切地蔵の花火大会

８３

※あけちまちづくりフォーラム＝平成１８年９月に設立され、町内の個人や団体約 200 人で 6つの部会を構成し、明智地域協
議会の中で計画された事業などを実行する組織。



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　江戸時代に発祥したと伝わる民俗芸能で、武士や町人

でない岩村城下町の農村部「入
※

り四郷」（現在の一色、

領家、大通寺、山上）によって保存伝承されてきた県指

定の重要無形民俗文化財。雌
め

獅
じ

子
し

頭
がしら

（女獅子）を使用し、

男性が女装して舞う優雅なもの

で、男性が女性らしい仕草をい

かに表現して舞うかというとこ

ろが見せ場。現在では岩村町秋

祭り（県指定重要無形民俗文化

財）の夜、かつての岩村城下町

の路上の数カ所で獅子舞を披露

し、秋祭りの夜を沸かせている。

　ことしの岩村町秋祭りは１０

月１日㈯に開催される。

※岩村城下町の農村部のことを

「入り」と呼ぶ。

５５

５６

▲上品な秋の味覚の栗きんとん

▲県重要無形民俗文化財に指定されている獅子舞

大正時代になって、この地方ではクリの栽

培が始まり、栗菓子の生産量はどんどん上

がっていった。それにつれて和菓子屋も増

え、菓子屋同士が味や匠
たくみ

を競い、鍛錬した

結果、地域ぐるみで菓子文化が発展し、「栗

菓子・和菓子の里」として有名になった。

栗きんとん 恵那の特産品の代表

岩村町獅子舞 雌獅子頭の舞い
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▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』９月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．４円（税込み）です。

演目の一つ「葛
くず

の葉
は

姫
ひめ

の子別れ」では、親子、

夫婦の愛情の絆の細やかさ、別離の悲しさ

を表すところが見どころ。さらに、雌獅子

が気持ちのありったけを込めて、ふすまに

墨で縦書き、横書き、逆さ文字書きなどで

歌を書く場面は圧巻。
▲獅子がふすまに墨で歌を書く場
面は圧巻

　東美濃地域の特産恵
え

那
な

栗
ぐり

などのクリをふんだんに使っ

た上品な秋の味覚。クリと砂糖で炊き上げて、茶
ちゃ

巾
きん

しぼ

りでクリの形に整えて作る。クリの収穫が始まる９月ご

ろから冬にかけて手作りで製造される。その歴史は、加

茂郡八百津町の緑
みどり

屋
や

老
し

舗
にせ

（明治５年創業）が製造したの

が最初と言われる。その後、中津川や大井方面に伝わり、

製造販売されるよ

うになって、広く

知られるように

なった。市内では

１５軒以上の菓子

屋が、使うクリの

産地や品種にこだ

わり、伝統の製法

で店ごとの個性を

出している。

次号は９月１５日号
　発行日は９月１５日㈭です

▲栗きんとんには、恵那ブランド「恵那栗」
などのクリが使われている




